
 

 

植林事業地視察訪問記（生育状況と現地管理体制の確認） 

 

一般社団法人 日本アジア青年交流協会 理事長 山崎照正 

 

平成 28年度、日中緑化交流基金助成による助成事業・現地視察訪問は、継続事業として下記の 4ケ所で行った。 

視察日程：2017年 7月 15日～2017年 7月 22日 

植林地：1.日中青年四川省思蒙河流域生態緑化モデル林事業 

2.日中青年吉林省長春市農安県生態緑化事業 

3.日中青年吉林省九台市生態緑化事業 

4.日中青年遼寧省大凌河流水源涵養林 

本年度は中国に於いて年間気候（雷雨等）の変化が多発する 7月に実施された。協会側は山崎照正理事長並び

に現地採用の通訳・高氏、中国側のカウンターパートナーである全国青年聯合会からは中国国際青年交流中心の

王希宏部長が同行され現地視察を行った。本稿に於いては現地関係者の氏名・役職は一部割愛させて頂いた。 

 

1. 日中青年四川省思蒙下河流域生態緑化モデル事業 

7月 15日 PM13:55発～北京 PM17:25着の予定便が北京地区の雷雨で大幅に遅れ、東京出発 PM23:30北京到

着が 7 月 16 日 AM3:30 となり、仮眠 2 時間程で、AM9:50CA1415 便にて第一視察地の成都へ。青神県役員及

び職員の出迎えを受け主催地に車にて PM15:40青神県ホテル到着。夕刻、青神県常務委員・載宇書記、県役員、

職員と懇談。気候の急激な変化に影響された 1日であった。                  （青神県泊） 

青神県の気候は穏やかであるが、1年中雨が多く竹の育成に最適な地域であり、竹の植樹は土壌流失を防止し、

生態環境を改善する役割、更に地元産業に大いに寄与している。視察地は植林 40ha、6.6万本を順次植樹の計画

実行地区であった。今年度は特に風水害の被害が多く竹林が道路を塞いでおり、何回か車を降り徒歩にて回った

個所があった。7 月 17 日現地での起工式に参加後、今年度及び過去 1 年間（主たる植林は雷竹・綿竹を 5 年周

期で再造竹）の植樹生態を視察、植樹の活着率・活力率は良好であった。遅い昼食後、成都空港へ移動し CA1661

で第二、第三の視察地長春へ向かう予定であったが、北京からの到着予定便がやはり天候異変により到着せず大

幅に遅延、空路北京乗換えで長春空港へ。7 月 18 日の真夜中 AM1:00 に到着。共青団のメンバーの出迎え受け

ホテルへ直行。                                    （長春市泊） 

 

2. 日中青年吉林省長春市農安県生態緑化事業 

7 月 18 日共青団長春市委員会書記、丁佳女史並びに OB

関係諸氏と朝食後、第二視察地農安県に車で移動し、林業局

営業所長、職員と懇談後に、前年度植林地区視察及び今年度

の地区起工式に参加し厳格なる管理方式のもと楊樹（ポプ

ラ）、山杏が植樹されている事を確認、生育は順調で除草剤

による影響も見られなかった。当地区は国家林業局より森林

景観と経済価値を両立させ国内での模範林として認定され

ているとの報告をうけた。ボランテイア住民、青少年、林業

局並びに共青団メンバーに対して山崎理事長より環境保全

の意味から中国のみならずグローバルな植林事業に取り組

んで頂き、ここに共に喜びを分かちたいとの挨拶があった。 



 

3. 日中青年吉林省九台市生態緑化事業 

7 月 19 日、朝食後第三の植林地視察へ、九台市へ共青団協力メンバーと出発。当地は

樟子松（モンゴルアカマツ）による植樹が例年行われており、今年度もかなりの急斜面で、

凹凸の激しい植樹地であった。植樹初期には一部に枯れた松も見られたが、第 1期植栽か

らの経験を生かし、自然環境の中で幼松を保育し、順調に生育しているのを確認した。                                  

（長春市泊） 

 

4. 日中青年遼寧省大凌河流域水源涵養林 

7月 20日、朝食後、列車にて長春駅より錦州へ出発。朝暘市職員の出迎えを受け、車にて朝暘市へ。到着後、

直ちに植林地へ出向く。現在まで八つの村、大凌河地点で「銀中ポプラ」7万本が植樹されており、状況を確認。 

計画通りの活着率を確認した。ポプラの間にはマメ科の植物を植え、施肥効果（バクテリア）を施す等の配慮が

なされていた。朝暘市林業局担当職員より、当地は今年度、日中緑化基金の巡回技術指導を受け、①植林の成否

は「苗木」の管理であること、②地域自然環境による樹種選択、土質等々を含め適正なご指導を頂き、特に樹木

の外輪径を測定され生育過程の判断材料の一つとして指摘され、総合的意見を頂戴したとの報告を受けた。高度

な日本の専門技術知識を学びえたことは、林業技術者の技術

向上に参考になりましたと、感謝の言葉を頂戴した。                                   

（朝暘市泊） 

7月 21日、錦州空港へ出発。今朝 1番の CA1286にて北

京へ向かう予定であったが、北京の天候（雷雨）により折り

返し便が中止となり、急遽、鉄道便に切替て北京へ出発。北

京到着は PM2:00 過ぎとなり、即刻全国青年聯合会＝中国

国際青年交流中心を表敬訪問し、植林事業地視察報告。洪桂

梅副主任及び職員と懇談。（北京泊） 

7月 22日、PM12:50発 CA0167羽田 PM17:25着にて全

日程を終え、帰国の途へ。 

 

追記： 

当協会は初期より継続事業の一つとして（自然環境保全を目的）参加してまいりました。日中友好を更に増進

させ、日中国民の代々に亘る友好の象徴として継続され、生態環境がより良い方向に前進し、次世代を担う青少

年教育（環境保全に対する啓蒙）を徹底してまいりました。初期参加の青少年はすでに社会人となり中国・国内

外に於いて活躍しております。日中緑化交流基金の助成を受けた緑化事業という国家と国家の約束事である民間

外交の中で事業成果が末永く継続して行くことを切望する次第です。今年度の訪問が、国家林業局、全国青年聯

合会のメンバーである地区聯合会、共青団、地元住民並びにボランテアの青少年達の協力により目的を果たすこ

とが出来ました事を厚く御礼を申し上げます。今回の植林地訪問は国土の南と北の広域であり、中国大陸は広大

で、全ての重要都市が高速道路、鉄道路、空路共に北京を中心に網羅しており、各地の天候異変が全ての日程行

動に影響し、植林主催地の皆様にご迷惑を多々お掛け致しました。同行をお願いした、中国国際青年交流中心・

王希宏部長には臨機応変に随時処理して頂きました事を重ねて感謝申し上げます。 


